
 

＜概要＞
 原子力分野で使用している主な単位の換算表を掲載するとともに、基本定数表、ウラン重量、ベ

キ乗および年代表を添付した。

＜更新年月＞ 
1999年03月   （本データは原則として更新対象外とします。）

 

＜本文＞
 原子力分野で使用している各種単位の換算表（ 表１ 、 表２ 、 表３ 、 表４ 、 表５ 、 表６ およ

び 表７ ）を仕分けしてまとめるとともに、基本定数表（ 表８ ）を添付した。なお、表２の圧
力・応力に関しては、使用者の便宜を図り、二つの換算表を掲載した。 出典は種々あるが、原子
力分野の便覧、辞典、ポケットブック、理科年表などに記載されているデータを採用した。単位
系の読み方を 表９−１ および 表９−２ に、ウラン重量換算表を 表１０ に、SI接頭語（ベキ乗の
名称）を 表１１ に、年代表を 表１２ に示す。

＜関連タイトル＞
 放射能と放射線の単位 (18-04-02-01)

 線量に関する単位 (18-04-02-02)
 単位換算表Ｂ（電磁波の波長と振動数、地質年代表、震度階級、大気の構造ほか） (18-04-03-02)

 放射線障害防止関連法令の用語および単位の改正に伴う新旧の対比 (18-04-04-01)
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18 原子力基礎データ（略語、元素周期表、諸単位など）
18-04 諸単位
18-04-03 単位換算
18-04-03-01 単位換算表Ａ（エネルギー関係、基本定数、SI単位、ウラン重

量、ベキ乗、年代表など）
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